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回
卒
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〜
来
年
は
妻
高
校

創
立
１
０
０
周
年
〜

大
塚
直
純

株式会社イマイ印刷

聖
陵
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
に
あ
り
、
学
校
に
お
い
て

も
様
々
な
活
動
に
制
限
が
か
か

り
、
例
年
と
は
異
な
る
教
育
活
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
皆
様
の
温
か
い
励

ま
し
や
応
援
を
賜
る
こ
と
が
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
度
、
本
校
は
新
た

に
「
妻
高
」
と
し
て
晴
れ
や
か
に

出
発
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
そ

の
後
の
１
年
間
は
全
て
に
お
い
て

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
」
と
い
う
前

提
が
つ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
末
か
ら
続
い
た
全
国
一
斉

の
休
校
は
４
月
初
に
は
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
入
学
式
も
新
入
生
の

み
の
実
施
と
な
り
、下
旬
に
は「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
、
再

び
１
ヶ
月
以
上
の
休
校
と
い
う
事

態
の
中
で
高
校
総
体
、
遠
足
、Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
、
福
祉
科
介
護
実
習
な

ど
大
切
な
行
事
も
次
々
と
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
７
月
末
に

は
西
都
市
が
県
の
特
別
警
戒
圏
域

に
指
定
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の
活
躍

の
場
で
あ
っ
た
文
化
祭
・
体
育
祭

も
代
替
開
催
と
な
り
、
さ
ら
に
２

学
期
に
予
定
し
て
い
た
修
学
旅
行

も
最
終
的
に
は
中
止
と
な
る
な

ど
、
生
徒
た
ち
に
は
苦
し
い
日
々

の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
中
だ
か

ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
、
動
き

始
め
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
、
日
々
の
学
校

に
お
け
る
他
愛
な
い
友
達
と
の
会

話
や
、
日
頃
は
き
つ
い
ば
か
り
と

思
っ
て
き
た
部
活
動
が
、
ど
ん
な

に
自
分
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
か
。
ま
た
社
会
が
不
安
定
に
な

る
中
だ
か
ら
こ
そ
力
を
付
け
、
自

ら
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気

づ
く
者
も
お
り
、
少
し
ず
つ
主
体

的
な
判
断
や
取
組
が
で
き
る
生
徒

も
増
え
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。そ

し
て
、
そ
の
前
向
き
な
姿
勢

や
ひ
た
む
き
な
取
組
は
、
こ
の
春

卒
業
し
た
新
妻
１
期
生
の
進
学
、

就
職
、
資
格
取
得
等
に
お
け
る
す

ば
ら
し
い
結
果
と
し
て
表
れ
ま
し

た
。
特
に
、
国
公
立
大
学
へ
の
進

学
を
目
指
し
た
生
徒
た
ち
は
、
正

月
も
学
校
で
一
致
団
結
し
て
勉
学

に
励
み
、
九
州
大
学
、
広
島
大
学

へ
の
合
格
や
、
熊
本
大
学
を
受
験

し
た
７
名
が
全
員
合
格
す
る
な
ど

計
４
８
名
が
合
格
し
、
２
０
数
年

ぶ
り
の
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動

等
で
も
厳
し
い
冬
を
越
し
て
力
を

付
け
、
春
に
全
国
大
会
に
出
場
し

た
ボ
ー
ト
部
や
春
の
県
大
会
で
ベ

ス
ト
４
に
入
っ
た
野
球
部
を
は
じ

め
運
動
部
、
文
化
部
と
も
に
成
長

し
て
お
り
、「
妻
高
す
ご
い
で
す

ね
」「
し
っ
か
り
育
っ
て
ま
す
ね
」

等
の
言
葉
も
数
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
必
ず
や

こ
れ
か
ら
妻
高
で
学
ぶ
多
く
の
後

輩
達
の
道
し
る
べ
と
な
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
次
年
度
は
い
よ
い
よ

妻
高
創
立
１
０
０
周
年
の
年
と
な

り
、
本
年
度
は
そ
の
準
備
を
本
格

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
在
校

生
も
こ
の
伝
統
あ
る
本
校
の
誇
り

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
取
組

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま

す
。
聖
陵
会
の
皆
様
に
は
こ
れ
か

ら
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
聖
陵
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

盛
夏
の
候
、
聖
陵
会
会
員
の

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
聖

陵
会
そ
し
て
母
校
妻
高
校
の
為

に
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

聖
陵
会
は
、
聖
陵
会
会
員
の
親

睦
と
融
和
、
母
校
の
発
展
の
為

に
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
12
月
31
日
に
、

中
国
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D-

19
）
の
感
染
は

発
送
の
書
面
決
議
に
よ
っ
て
常
任

理
事
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
理
事
会
は

議
題

１
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告

・
・
・
承
認
の
件

２
、
令
和
元
年
度
会
計
決
算
報
告

・
・
・
承
認
の
件

３
、
令
和
元
年
度
会
計
監
査
報
告

・
・
・
承
認
の
件

４
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
・
・
承
認
の
件

５
、
令
和
２
年
度
会
計
予
算
（
案
）

・
・
・
承
認
の
件

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
令

和
２
年
７
月
17
日
に
郵
送
書
面
に

よ
っ
て
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
度
進
め
て
お
り
ま
し

た
同
窓
会
名
簿
が
出
来
上
が
り
10

月
１
日
よ
り
発
送
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
聖
陵
会
総
会
、
秋
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
懇
親
会
ま
た
ゴ
ル

し
合
い
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。
記
念
式
典
実
施
日
は

聖
陵
会
懇
親
会
と
同
日
の
令
和

４
年
10
月
22
日
（
土
）
に
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
記

念
事
業
等
に
つ
い
て
聖
陵
会
も

で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

毎
年
の
お
願
い
で
恐
縮
で
す

が
、
聖
陵
会
は
皆
様
方
の
会
費

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
に
、
日

本
、
世
界
が
大
変
な
影
響
を
受

け
て
い
る
と
き
に
お
願
い
し
に

く
い
の
で
す
が
、
聖
陵
会
会
費

の
納
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

妻
高
校
、
聖
陵
会
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念
致
し

ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

い
ま
だ
そ
の
勢
い
は
衰
え
ず
、

新
し
く
英
国
型
「
ア
ル
フ
ァ
株
」・

イ
ン
ド
型
「
デ
ル
タ
株
」
な
ど
の

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
り
、

私
た
ち
は
感
染
を
防
ぐ
た
め
自
由

な
行
動
が
で
き
ず
、
計
画
さ
れ
て

い
た
様
々
な
催
し
物
が
中
止
と
な

り
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

昨
年
度
の
聖
陵
会
の
活
動
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
の
理

事
会
等
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の

た
め
に
、
令
和
２
年
５
月
29
日
に

大
正
12
年
、
妻
町
を
中

心
に
西
児
湯
全
町
村
の
地

元
有
志
が
厳
し
い
状
況
の

中
奔
走
し
、
難
産
の
末

や
っ
と
の
思
い
で
開
校
に

こ
ぎ
着
け
た
県
立
妻
中
学

校
（
現
妻
高
校
）
が
第
一

期
生
55
名
を
迎
い
入
れ
て

か
ら
来
年
（
令
和
４
年
）

に
創
立
百
周
年
の
記
念
の

年
を
迎
え
ま
す
。

開
校
以
来
、
県
立
妻
中

学
校
１
５
７
２
名
、
高
等

女
学
校
１
４
８
０
名
、
妻

高
校
２
３
４
９
３
名
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
来
ま

し
た
。

妻
高
で
貴
重
な
青
春
時

代
を
過
ご
さ
れ
た
聖
陵
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
聖
陵
が
丘
で
の
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
が

よ
み
が
え
っ
て
く
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

入
学
時
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
周
囲
に
咲
く
桜
は
、
昭

和
、
平
成
そ
し
て
令
和
と

新
入
生
の
心
を
な
ご
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
満
開
の
花
び

ら
。
来
年
春
も
創
立
百
周

年
を
祝
っ
て
咲
い
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

～聖陵が丘に思いをはせて～

来年は妻高創立 100周年

⡛㒺ળᙣⷫળਛᱛ߅ߩ⍮ߖࠄ

　今年 10 月 16 日予定していました聖陵会懇親会は、
コロナ感染防止のため、中止とさせていただきます。
１００周年記念懇親会でお会いしましょう。

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
聖
陵
会
入
会
式
が
妻
高
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
塚
直
純
会
長
の
入
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
入
会
員
代
表

の
日
野
夏
翠
さ
ん
が
力
強
く
入
会
の
決
意
表
明
を
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
黒
木
美
恵
子
副
会
長
か
ら
卒
業
記
念
品
と
し
て

U
S
B
が
新
入
会
員
代
表
の
押
川
由
莉
さ
ん
へ
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

卒
業
生
数
は
令
和
２
年
度
の
２
４
２
名
を
加
え
て
２
６
，

５
４
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

⡛
㒺
ળ

ળ
ᑼ

フ
コ
ン
ペ
も
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
残
念
で
す
が
、
今
年

度
10
月
16
日(

土)

に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
聖
陵
会
懇
親
会

及
び
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
６
月
28

日
（
月
）
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
三
役
会
で
話
し
合
い
、
中
止

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。令

和
３
年
２
月
27
日
聖
陵
会

入
会
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
２

４
２
名
の
方
が
聖
陵
会
員
と
な

ら
れ
卒
業
生
総
数
は
２
６
，５

４
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

母
校
妻
高
校
（
新
妻
一
期
生
）

は
本
誌
聖
陵
だ
よ
り
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
よ
う
進
学
・
就
職
・

部
活
動
に
お
い
て
立
派
な
成
績

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

来
年
妻
高
校
は
創
立
100
周
年

を
迎
え
ま
す
。、
令
和
２
年
８
月

28
日
に
100
周
年
に
対
し
て
の
話
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令
和
二
年
度
聖
陵
会

会
費
及
び
募
金
一
覧

○
令
和
２
年
4
月
1
日
〜
令
和
３
年
3
月
31
日
ま
で
に
納
入
さ
れ
た
方
で
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
振
込
用
紙
に
金
額
・
氏
名
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
印
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
方
）

◉
数
字
は
募
金
額
単
位
：
千
円

※

印
は
会
費

【
旧
中
14
】

八 ※

杉
田
欣
一

【
旧
中
15
】

※

福
崎
武
敏

【
旧
中
20
】 

一
〇 ※

日
高

宏

八 ※

兼
松
重
任

 ※

金
丸
四
郎

【
旧
女
15
】

八※
 

井
上
チ
ヅ

【
旧
女
16
】

八 ※

松
尾
美
代

【
旧
女
17
】

八 ※

猪
股
カ
チ
子

【
旧
女
18
】

※

橋
口
充
代

【
旧
女
20
】

一 ※

井
手
禮
子

三 ※

長
友
シ
オ
リ

【
旧
女
21
】

※

黒
木
マ
チ

【
高
校
２
】

三 ※

田
仲
登
喜
子

※

徳
永
嘗
子

※

清
野

健

八 ※

野
崎
茂
宏

三 ※

横
尾
曵
子

八 ※

竹
之
下
千
種

【
高
校
３
】

二 ※

中
野
司
朗

 ※

山
本
栄
子

一 ※

七
條
和
子

 ※

榎
本
朗
喬

二 ※

音
𣷓
正
隆

三 ※

長
谷
川
正
純

 ※

長
尾
定
明

三 ※

中
村

浩

【
高
校
４
】

※

沼
口
秋
彦

三 ※

岡
田

明

三 ※

上
田

勲

※

米
良
明
子

二 ※

黒
木
尚
敏

三 ※

法
元
加
夫

三 ※

赤
松
順
子

三 ※

河
野
浩
介

【
高
校
５
】

一
〇 ※

河
野
倬
雄

一 ※

渡
部
啓
子

三 ※

宮
本

優

三 ※

井
上

純

※

越
智
節
子

※

吉
本
良
子

一 ※

尾
下
陽
子

※

松
本

盛

※

井
上
正
尚

三 ※

大
町
秀
夫

※

永
井
二
郎

※

長
峰
カ
チ
子

三 ※

尾
崎
昌
樹

一 ※

野
崎
福
夫

三 ※

平
原
正
義

三 ※

有
馬
友
子

三 ※

児
玉

忠

一 ※

筒
井
美
知
子

【
高
校
10
】

三 ※

井
関
登
美
子

三 ※

黒
木
豊
聖

三 ※

小
島
善
吾

三 ※

松
本
光
夫

二 ※

山
口
八
郎

 ※

中
武
和
子

一 ※

甲
斐
重
遠

 ※

陸
丸
州
弥

三 ※

杉
田
忠
久

※

沼
口
信
男

※

法
元
紘
一

八 ※

赤
須
幸
子

※

中
武
達
央

【
高
校
11
】

一 ※

中
武
千
佐
子

一 ※

高
橋
栄
子

三 ※

黒
田
悦
子

三 ※

長
谷
川
裕
康

※

春
日
部
一
成

※

浜
渦

清

三 ※

河
野
明
雄

※

猪
俣
國
紀

※

尾
川
清
子

※

井
上
直
子

一 ※

米
良
正
紀

三 ※

日
高
ツ
キ

一 ※

梅
原
恵
子

 ※

川
崎
忠
弘

一 ※

三
田
順
子

 ※

原
田
高
巳

三 ※

松
尾
清
實

※

黒
木
澄
子

※

岩
谷
千
代
子

三 ※

杉
尾
定
昭

※

笹
山
竹
義

【
高
校
12
】

※

林
寿
太
郎

※

宮
川
宗
子

一 ※

右
松
照
央

一 ※

杉
田

隆

一 ※

阿
萬
ト
ヨ

一 ※

吉
岡
勝
義

三 ※

光
井
利
子

一 ※

齋
藤
悦
子

三 ※

柚
木
崎
稔
子

一 ※

中
武
孝
子

 ※

後
藤
元
昭

一
〇 ※

郡
司
長
史

 ※

甲
斐
通
子

 ※

松
田
允
子

 ※

野
上
道
子

三 ※

服
部
逸
子

 ※

清
松
寿
子

三 ※

森

宏
雄

一 ※

野
崎
昭
子

三 ※

教
山
順
子

一
〇 ※

大
塚
直
純

※

長
沼
静
代

一 ※

上
杉
久
美
子

四
、
二
七 ※

戸
田
由
美
子

二 ※

大
崎
三
子

五 ※

中
村
俊
宏

三 ※

日
高
悦
子

三 ※

小
林

紘

一 ※

下
村
喜
秋

二 ※

河
野
道
文

※

澤
井
郁
子

※

山
極
邦
子

※

荒
川
ヤ
ス

一 ※

荒
川

功

※

大
木
知
子

一 ※

財
津
好
子

四
、
二
七 ※

吉
野
恒
男

【
高
校
13
】

一 ※

松
浦
伴
衛

三 ※

森

玲
子

※

藤
木
弘
子

一 ※

荒
川
寿
美

三 ※

高
橋
芳
徳

一 ※

倉
澤
教
昭

三 ※

八
代

信

※

野
々
下
詢

※

野
辺
恭
子

三 ※

小
畑
邦
彦

※

村
上
政
彦

【
高
校
14
】

一 ※

鹿
嶋

徹

※

尾
上
桂
子

一 ※

中
武
敏
治

八 ※

飯
田
志
郎

八 ※

中
武
金
光

一 ※

児
玉
次
男

三 ※

枝
元
八
重
子

三 ※

戸
上
禎
子

※

河
野
多
恵
子

※

荒
川
義
広

三 ※

櫻
田
聰
子

一 ※

泊

忠
彦

三 ※

鬼
塚
正
浩

一 ※

川
野
敬
生

 ※

松
浦
史
彦

一 ※

杉
田
不
二
夫

【
高
校
15
】

一 ※

西
川
宏
延

八 ※

津
田
郁
子

 ※

春
日
部
フ
サ
子

八 ※

仁
科
俊
一
郎

 ※

河
野
雅
行

三 ※

伊
藤
邦
宏

一 ※

水
元
光
江

※

徳
広
久
美
子

※

古
園
征
子

※

森
永
睦
子

※

古
市
洋
子

一 ※

寺
本
志
江
子

三 ※

加
賀
城
征
洋

三 ※

森
田
ス
ガ
子

 ※

児
玉
玲
子

一 ※

長
友
百
合
子

三 ※

米
良
松
男

 ※

芦
田
千
佐
子

三 ※

戸
敷
美
智
子

五 ※

横
田
欽
一
郎

※

横
田
由
紀
子

※

鈴
木
葉
子

三 ※

押
川
尚
生

一 ※

深
美
紘
一
郎

 ※

髙
橋
慶
二

一 ※

山
元
和
子

※

新
名
瑩
子

【
高
校
16
】

※

竹
井
睦
子

※

吉
山
泰
雄

二 ※

青
木
秀
実

三 ※

藤
田
晑
士

一 ※

小
池
芳
子

五 ※

小
畑
克
宏

 ※

大
重
哲
子

三 ※

村
上
雄
二
郎

一 ※

濵
砂
忠
亘

八 ※

山
本
圭
吾

三 ※

滝
井
清
次
郎

※

田
河

治

三 ※

中
野
俊
二

※

渡
辺

博

三 ※

松
井
元
子

※

佐
々
木
嶢

※

笹
山
史
子

【
高
校
17
】

八 ※

緒
方
一
弘

三 ※

橋
口
宜
也

三 ※

長
友
孝
志

三 ※

山
本
俊
徳

一 ※

児
玉
和
敏

 ※

本
部
和
敏

三 ※

上
岡
ア
ヤ
子

一 ※

田
中
隆
一

 ※

田
中
富
美
子

三 ※

濵
砂
洋
司

一 ※

梶
谷
則
男

三 ※

河
野
知
典

 ※

杉
原
豊
子

一 ※

宅
間
吹
子

三 ※

久
保
壽
代

※

伊
東
助
信

※

清
水
通
治

※

圖
師
直
利

※

小
島
五
郎

三 ※

榎
本
征
雄

【
高
校
18
】

※

松
浦
博
善

八 ※

高
山
隆
憲

一 ※

田
邊

緑

一 ※

児
玉
悦
子

 ※

田
崎
三
男

二 ※

沼
口

環

三 ※

平
郡
俊
雄

※

川
口
栄
次

※

齋
藤
博
愛

一 ※

吉
野
浩
視

※

杉
尾

林

※

杉
尾
砂
子

※

杉
尾
妙
子

※

東
長
達
也

※

吉
野
幾
雄

【
高
校
19
】

一 ※

青
山
好
文

一
〇 ※

濵
砂
英
一

三 ※

日
高
幸
一

一 ※

内
山
加
代
子

二 ※

江
藤
耕
治

三 ※

木
許
卓
郎

五 ※

綾

寛
光

※

前
原
礼
子

一 ※

杉
尾
安
隆

三 ※

植
田

透

一
〇※

 

村
上
牧
雄

※

阿
萬
安
文

二 ※

宮
田
恵
美
子

一 ※

芳
賀
正
和

【
高
校
20
】

一 ※

荒
川
孝
成

一 ※

岩
本
俊
子

 ※

中
武
邦
美

三 ※

杉
田
久
子

一 ※

清
田
香
代
子

一 ※

伊
藤
喜
恵
子

三 ※

小
畑
優
一

 ※

斉
藤
敬
次

三 ※

福
島
登
美
子

一 ※

池
水
敬
広

一 ※

橋
口
伊
都

【
高
校
21
】

八 ※

守
谷
健
吉

※

冨
田
幸
一

一
〇 ※

今
井
美
富

三 ※

矢
野
安
正

 ※

岡
本
宣
人

一 ※

垂
水
長
男

一 ※

沼
口
数
敏

【
高
校
22
】

三 ※

横
山
善
英

※

久
藤
チ
ナ
ミ

※

長
友
眞
理
子

※

原
田

宏

一 ※

小
島
貴
代
子

※

落
合
直
仁

三 ※

森
田
京
子

※

横
山

優

※

本
部
雅
裕

三 ※

松
下
繁
樹

三 ※

岩
倉
久
光

【
高
校
23
】 

一 ※

壱
岐
行
喜

三 ※

橋
田
和
実

 ※

伊
藤
静
雄

三 ※

伊
東
正
一

一 ※

沼
口
ま
り
子

八 ※

黒
木
美
恵
子

※

橋
口
真
由
美

【
高
校
24
】

※

大
平
千
世

※

竹
岡
紀
美
代

三 ※

緒
方
親
夫

※

矢
口
貴
子

【
高
校
25
】

八 ※

平
島
善
範

 ※

倉
岡
浩
二

三 ※

阿
部
辰
子

三 ※

井
上
千
香
子

三 ※

江
谷
慶
子

一
〇 ※

金
丸
ひ
ろ
子

三 ※

兼
松
幸
弘

【
高
校
26
】

三 ※

立
石
祐
督

※

五
六
和
明

※

黒
木
純
夫

※

鹿
嶋

茂

【
高
校
27
】

※

児
玉
正
文

三 ※

德
田
裕
子

三 ※

本
部

享

三 ※

甲
川
登
茂
子

【
高
校
28
】 

三 ※

足
利
佳
彦

三 ※

平
本
洋
子

三 ※

田
原
幸
一

三 ※

甲
斐
章
太
郎

三 ※

松
永
美
智
代

三 ※

立
山
和
幸

三 ※

塩
月
龍
二

【
高
校
30
】

※

佐
々
木
真
司

八 ※

井
関
加
余
子

 ※

吉
田
益
子

三 ※

田
畑
理
恵

【
高
校
31
】

三 ※

宮
本
三
紀

一 ※

松
浦
潤
一
郎

【
高
校
33
】 

※

中
田
和
子

※

松
本
英
子

三 ※

松
岡
広
志

 ※

真
島
博
子

三 ※

吉
村
宏
一
郎

【
高
校
34
】

 ※

黒
岩
昭
彦

【
高
校
35
】

三 ※

旭
吉
法
純

 ※

濵
砂
修
司

三 ※

小
畑
美
那
子

【
高
校
37
】

一 ※

伊
東
泰
彦

一 ※

武
政
勝
巳

※

和
田
由
美

【
高
校
38
】

※

押
川
裕
子

八 ※

山
本
敦
子

三 ※

中
村
直
美

三 ※

黒
木
富
美

※

荒
瀬
幸
生

※

杉
尾
広
幸

【
高
校
40
】

三 ※

緒
方
秀
明

 ※

池
澤
千
恵

八 ※

大
里
政
則

【
高
校
41
】 

三 ※

服
部
ま
り
子

三 ※

小
谷
達
也

※

黒
木
誠
司

【
高
校
42
】 

 ※

近
藤
真
紀

【
高
校
43
】

※

宮
田
夏
美

【
高
校
44
】 

三 ※

大
塚
康
二
朗

三 ※

旭
吉
雅
秀

【
高
校
46
】

 ※

宮
田
淳
弥

【
高
校
47
】

※

綾

純
吾

【
高
校
48
】

二
、
五
四 ※

長
岡
里
江

【
高
校
49
】

三 ※

那
須
良
寛

【
高
校
51
】

※
 

今
井
邦
彦

【
高
校
57
】

※

今
井
勇
輔

【
市
役
所
支
部
】

※

関
谷
賢
三
郎

※

大
坪
立
芳

※

黒
木
政
博

※

藤
代
武
司

※

中
武
久
充

※

中
武
康
哲

※

橋
口
智
俊

※

伊
藤
一
博

※

杉
尾
慎
一

※

黒
木
弘
志

※

中
武
資
貴

※

横
山
真
一

※

黒
木
喜
美
子

※

黒
木
利
幸

※

吉
野
光
史
郎

※

田
原
二
三
代

※

那
須
康
朗

※

緒
方
賢
一
郎

※

秋
鷹
志
典

※

中
村
廣
文

※

中
武

浩

※

川
越
博
幸

※

妹
尾
康
弘

※

増
井
裕
之

※

池
澤
雄
一

※

黒
木
秀
文

※

山
岡
芳
治

※

京
久
保
光
男

※

兒
玉
孝
一

※

程
内
公
一

※

浜
砂
政
英

※

吹
井
伸
二

※

春
日
部
な
る
み

※

冨
山
定
治

※

八
代

稔

※

椎
原
昌
司

※

酒
井
淳
子

※

山
岡
悦
子

※

鶴
丸
ユ
カ
リ

※

鬼
塚
三
千
夫

※

江
川
知
成

※

佐
保
浩
二

※

黒
木
茂
徳

※

白
坂
重
幸

※

藪
押
建
治

※

河
野

功

※

鹿
嶋
修
一

※

長
友
優
裕

※

児
玉
嘉
久

※

河
野

憲

※

日
高
利
勝

※

香
川
憲
一

※

濵
砂
美
智
子

※

河
野
智
弘

※

兒
玉
正
隆

※

本
部
典
子

※

八
木
芳
博

※

兒
玉
尚
也

※

兒
玉
裕
美

※

村
岡
修
一

※

清
野
富
子

※

香
川
直
美

※

吉
野
啓
蔵

※

江
藤
憲
二

※

浜
砂

晃

※

矢
野
智
己

※

越
智
陽
一
郎

※

長
友
武
彦

※

寺
原
裕
司

※

佐
伯
泰
彦

※

幣
島
雄
二

※

黒
木
康
三

※

宮
地
正
和

※

一
安
幸
代

※

長
友
英
樹

※

弓
削
大
作

※

橋
口

慎

※

江
藤
さ
や
か

※

高
山
め
ぐ
み

※

寺
田
裕
俊

※

松
浦
健
二

※

宮
野
原
宗
裕

※

中
村
孝
子

※

鬼
塚
雅
文

※

丸
山
浩
幸

※

本
部
佳
建

※

中
武
雅
博

※

鍋
島
文
敏

※

三
輪

希

※

杉
尾
博
之

※

中
武
篤
郎

※

大
川
内
孝
二

※

黒
木
潤
一

※

河
野
友
和

※

竹
崎
由
美
子

※

奥
松
健
一

※

原
口
和
盛

※

関
谷
健
司

※

緒
方
秀
実

※

森
田

裕

※

杉
田
悦
規

※
 

名
島
由
美

※

福
田
昌
泰

※

鹿
嶋

聡

※

清

泰
貴

※

上
米
良
み
ど
り

※

増
田
晴
美

※
 

那
須
み
ち
る

※
 

玉
利
加
奈
子

※

堀
之
内
聡
寛

※

濵
砂
宏
基

※

杉
尾
望
美

※
 

濵
砂
康
輔

※

中
武
勇
貴

※

緒
方
大
又

※

小
川
満
彰

※

黒
木
章
浩

※

谷
口
慶
樹

※

伊
東
修
司

※

吉
野
智
洋

※

安
藤

純

※

鬼
塚
卓
憲

※

丹
生
一
樹

※

後
藤
博
志

※

楠
瀬
涼
太

※

佐
藤
敦
士

※

猪
股
佳
朗

※

押
川
菜
々
美

※

横
山
美
菜
子

※

上
田
忠
浩

※

松
浦
昂
平

※

岩
切
祐
樹

※

松
本
絢
子

一 ※

押
川
泰
也

八 ※

田
中
登
美

三 ※

橋
口
タ
カ
子

五 ※

吉
村
堂
子

※

小
川
昭
子

※

小
野
ミ
ヨ
コ

※

長
友
ヨ
シ
子

【
高
校
６
】

三 ※

田
中

愿

八 ※

蛯
原
イ
サ
子

一 ※

河
野
涼
子

八 ※

堀
江
佳
子

三 ※

妹
尾
幸
男

三 ※

図
師
三
千
男

二 ※

小
和
田
隆

※

甲
斐
安
子

※

真
鍋
正
廣

一 ※

黒
木
康
郎

※

小
原
基
弘

※

黒
木
隆
年

【
高
校
７
】

三 ※

荒
川

敏

※

甲
斐
久
美
子

※

米
良
利
治

八 ※

中
村
宗
生

 ※

山
本
桂
司
郎

三 ※

日
高

晟

※

橋
口
武
睦

※

松
畑
和
代

※

寺
尾
誠
司

一 ※

図
師
祥
子

一 ※

一
安
敏
男

 ※

原
田
政
昭

一 ※

堀
切
正
子

一 ※

本
部
武
彦

三 ※

押
川
桂
子

 ※

杉
田
孝
三

三 ※

黒
木
マ
キ
代

【
高
校
８
】

三 ※

井
関

伸

※

増
田
元
子

※

浦
川
照
行

三 ※

山
口
幸
紀

一 ※

井
上

憲

※

金
丸
實
昭

※

浜
砂
一
郎

一 ※

村
上
シ
ゲ
子

 ※

八
代
豊
彦

三 ※

堀

芳
顕

※

廣
田
裕
子

一 ※

久
保
浦
在
廣

【
高
校
９
】 

二 ※

本
田
洋
子

一 ※

宮
川
弘
道

※

誤
字
脱
字・も
れ
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ご
容
赦
く
だ
さ
い。

1,056,000

174,000

1,615,350

●会費掲載者 （528人）

●会費非掲載者 （87人）

●協力金
（新卒業生入会金含む）

2,845,350 円総 合 計

……………

……………

円

円

円

宮崎銀行西都支店
普通2 3 3 0 4 8
妻高校聖陵会費
代表 大塚　直純

オオツカナオズミ

銀行への振込は

宮崎県立妻高等学校
100 周年記念式典

日時

会場

2022年10月22日（土）

西都市民会館

午前9時30分（予定）

D

会
費
納
入
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
！
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【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

男
子
一
回
戦
妻
131̶

35
福
島

二
回
戦
妻
49̶
50
日
南
振
徳

女
子
一
回
戦
妻
41̶
46
小
林
秀
峰

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

男
子
一
回
戦
妻
０̶

２
泉
ヶ
丘

女
子
一
回
戦
妻
２̶

０
延
岡
商
業

二
回
戦
妻
０̶

２
鵬
翔

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

男
子
二
回
戦
妻
11̶

０
延
岡
商
業

三
回
戦
妻
０̶

８
日
章
学
園

女
子
一
回
戦
妻
２̶

２
聖
心
ウ
ル
ス
ラ

（
PK
０̶

３
）

【
テ
ニ
ス
部
】

女
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
鵬
翔

二
回
戦
妻
０̶

３
小
林
秀
峰

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

女
子
一
回
戦

妻
・
大
宮
合
同
８̶

12
延
岡

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

男
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
日
南

二
回
戦
妻
３̶

０
延
岡

準
々
決
勝
妻
２̶

３
日
向
工
業

女
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
五
ヶ
瀬

１
年
生
の
池
田
光
希
、
海
老
原

楓
果
、
岩
切
雫
さ
ん
の
３
人
が
県

高
校
総
体
で
胸
の
す
く
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

３
人
は
妻
中
学
時
代
全
国
大
会

を
経
験
し
、
空
手
部
は
な
い
が
、

３
人
で
頑
張
っ
て
全
国
大
会
へ
行

こ
う
と
、
強
い
意
志
と
高
き
希
望

を
持
っ
て
妻
高
に
入
学
。
顧
問
の

村
上
貴
志
先
生
ら
の
尽
力
で
同
好

会
を
結
成
し
大
会
に
出
場
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
で
は
13
連
覇
を
狙
う

宮
崎
第
一
を
退
け
、
日
章
学
園
と

の
決
勝
で
快
勝
し
た
。

団
体
組
手
は
準
優
勝

《
形
個
人
戦
》

２
位
池
田

３
位
岩
切

《
組
手
団
体
》

５
人
一
組
で
競
う
組
手
団
体
に

妻
高
は
３
人
で
望
む
こ
と
に
な
る
。

百
周
年
を
前
に
聖
陵
会
で
は
、
去
年

の
12
月
聖
陵
会
館
の
屋
根
改
修
工
事
を

施
工
し
ま
し
た
。

築
25
年
の
聖
陵
会
館
は
、
台
風
等
の

強
い
横
風
を
伴
う
大
雨
の
際
に
は
雨
漏

れ
し
、
天
井
や
畳
に
大
き
な
シ
ミ
が
生

じ
て
い
ま
し
た
が
、去
年
の
台
風
の
後
、

保
険
会
社
の
保
険
を
利
用
し
て
屋
根
、

内
装
の
工
事
を
行
い
、
１
３
２
畳
の
大

広
間
は
、
す
つ
き
り
き
と
明
る
い
広
間

と
な
り
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
２
年
後
、新
学
制
に
な
り
、

男
子
校
だ
っ
た
旧
中
に
旧
女
の
生
徒
が

登
校
す
る
と
男
子
生
徒
は
校
門
に
並
び

拍
手
で
出
迎
え
た
と
い
う
矢
野
浩
一
郎

さ
ん
（
２
回
卒
）
の
話
を
紹
介
す
る
図

師
三
千
男
さ
ん
（
６
回
卒
）。
バ
バ
池

や
鉛
筆
の
塔
な
ど
多
く
の
方
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
思
い
出
深
い
写
真
集
を
併
記

し
、
令
和
２
年
卒
業
生
ま
で
を
掲
載
し

た
名
簿
を
百
周
年
に
あ
わ
せ
て
発
行
し

ま
し
た
。

名
簿
ご
希
望
の
方
は
総
務
委
員
・
中

野
俊
二
ま
で
ご
連
絡
を
。

携
帯
０
９
０
ー
８
７
６
２
ー
３
９
１
４

定
価
４
５
０
０
円
送
料
別
途

対
戦
前
か
ら
２
不
戦
敗
の
ハ
ン
デ
ィ

が
あ
る
が
、
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
ん

だ
。

予
選
リ
ー
グ

妻
３̶

２
富
島

妻
３̶

１
宮
崎
工

妻
３̶

２
日
章
学
園

準
決
勝妻

３̶

１
延
岡
商

決
勝

妻
０̶

５
宮
崎
第
一

《
組
手
個
人
》
ベ
ス
ト
エ
イ
ト

池
田
・
海
老
原

彼
女
た
ち
を
五
、
六
歳
の
頃
か
ら

指
導
す
る
関
谷
祐
樹
さ
ん
（
42
回
卒
）

は
「
と
に
か
く
真
面
目
で
練
習
熱
心
」

と
彼
女
た
ち
の
活
躍
を
喜
び
、
村
上

先
生
は
「
彼
女
た
ち
の
練
習
に
取
組

む
姿
勢
、
意
欲
は
全
国
で
も
十
分
や

れ
る
」
と
評
さ
れ
た
。
秋
の
全
国
選

抜
大
会
に
期
待
し
た
い
。

《
女
子
》

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

１
位
緒
方
咲
耶

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

１
位
関
谷
音
々
・
成
合
珠
汐

舵
手
付
き
４
人
ス
カ
ル

１
位
釘
宮
・
谷
口
・
瀨
戸
口
・

帳
・
新
内

春
季
大
会
結
果

二
回
戦
妻
６̶

４
泉
ヶ
丘

三
回
戦
妻
10̶

１
佐
土
原

準
々
決
勝
妻
３̶

１
日
章
学
園

準
決
勝
妻
１̶

２
延
岡
学
園

二
回
戦
妻
３̶

１
日
南

準
々
決
勝
妻
０̶

３
聖
心
ウ
ル
ス
ラ

【
卓
球
部
】

男
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
宮
崎
農

二
回
戦
妻
１̶

３
都
城

女
子
団
体
一
回
戦
妻
０̶

３
日
南
学

園

ダ
ブ
ル
ス
決
勝
リ
ー
グ
進
出
決
定
戦

仲
西
・
関
屋
０̶

３
日
南
学
園
ペ
ア

【
陸
上
部
】

男
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
４
位
鳥
居

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

男
子
団
体
一
回
戦
妻
０̶

３
宮
崎
工

女
子
団
体
一
回
戦
妻
２̶

１
日
大

二
回
戦
妻
１̶

２
宮
崎
北

【
水
泳
部
】

男
子
１
５
０
０
ｍ
自
由
形
２
位
北
波

４
０
０
ｍ
自
由
形
６
位
北
波

女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
４
位
黒
木

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
３
位
緒
方

２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
３
位
緒
方

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
６
位
後
藤

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
５
位
嶋
野

４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
５
位
嶋
野

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
４
位

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
４
位

（
女
子

学
校
対
抗

４
位
）

※
○
は
九
州
大
会
出
場

【
柔
道
部
】

男
子
１
０
０
キ
ロ
超
級３

位
橋
口
涼
祐

【
野
球
部
】

〈
春
季
大
会
〉

今
年
の
春
の
選
抜
大
会
で
、
21
世
紀

枠
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
妻
高
だ
っ

た
が
、
結
果
は
残
念
な
こ
と
に
。
し
か

し
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
春
季
県
大
会

で
は
ベ
ス
ト
４
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。

夏
の
大
会
が
期
待
さ
れ
る
。
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ドローンが活躍しています。

世界の子供にワクチンを

✿ 情報ビジネスフロンティア科 ✿

✿ ユネスコ部 ✿

　情報ビジネスフロンティア科では、本年度から授業でドローンを使った
色々な取組をしています。プログラミングの学習の一環ですが、色々な教
育活動にも利用されています。

上空150メートルまで撮影可能です。

　また、小型の機体に関しては、生徒の誰もが飛行させることが可能です。
生徒たちは、ドローンのシュミレーションソフトを操縦するための基本の
プログラムについて学習しています。また、ドローンの撮影技術を取り入
れた、本校のプロモーションビデオの撮影計画を立てている生徒たちもい
ます。
　生徒たちの豊かな創造力がドローン技術という新たな風に後押しされ、
今後生み出されるであろう数多くの作品、活動がますます本校を輝かせて
くれることでしょう。

　わたしたちは、福祉に関する専門学を学び、将来の福祉のプロ・リーダーになるため、
介護福祉士国家試験合格を目指しています。

　私たちユネスコ部は、校内の消毒、赤いはね共同募金、ボランティア活動に取り組んでいます。
　世界では 1 日 4,000 人、時間にして 20 秒に 1 人の赤ちゃんや子どもがワクチンがないために命を落と
しているといわれていまが、昨年から新型コロナウイルス感染症が拡大し、現在は思ったように活動を
することができていません。しかし、コロナ禍でもできることはたくさんあると思い、保健室の先生に
アドバイスをもらって自分たちで消毒液を作り、その消毒液で各教室や廊下の取手を消毒する活動を新
しく始めました。
　今後も校内外での活動を増やしていきたいと思います。

部長　髙砂 一葉 （3年）

～豊かな人間性を育む福祉科～ᅦᅍᅹỉʻ

演習：医療的ケア

福祉科1年生「生活支援技術」授業風景 福祉科3年生　校内介護実習
「手話講座」

福祉科2年生「オープンスクール」
準備風景

ιᠮባቊᰱុ࠹ۋݜ
ഊ႖װ

ṣṜṘṝž

近

況

報

告

県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
結
果

男
子
団
体
一
回
戦妻

14̶

５
宮
崎
工

準
々
決
勝
妻
12̶

７
福
島

準
決
勝
妻
11̶

13
宮
崎
南

女
子
団
体
一
回
戦

妻
10̶

５
宮
崎
西

準
々
決
勝
妻
13̶

15
宮
崎
商

女
子
個
人
５
位
八
木
望
朱

男子ダブルスカルで優勝した三浦翔馬（右）・黒木悠矢君

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

輝
け
君
の
汗
と
涙

全
国
大
会
へ
向
け
て

宮
崎
第
一
の
連
覇
阻
止

形の練習に励む 3人
　左から海老原・岩切・池田

弓
道
女
子
個
人
戦

長
友
実
佐
季
さ
ん

優
勝
！

28
ｍ
先
の
的
に
向
か
っ
て
立
つ
選
手

達
に
は
強
い
集
中
力
、
精
神
力
が
求
め

ら
れ
る
孤
独
な
戦
い
と
井
上
憲
監
督

（
８
回
卒
）「
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

出
し
切
り
ま
し
た
。」
と
語
る
長
友
さ

ん
。
そ
の
練
習
の
様
子
を
見
に
来
た
祖

父
の
橋
口
利
徳
さ
ん
（
８
回
卒
）
は
孫

の
頑
張
り
に
目
を
細
め
な
が
ら
７
月

末
、
新
潟
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
出

場
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

顧
問
の
児
玉
先
生
、
弓
道
の
持
つ
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
た
の
か
二
人
の
子
供

さ
ん
を
弓
道
の
道
に
進
ま
せ
た
と
か
。

《
一
弓
入
魂
》

《
男
子
》

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

２
位
黒
木
圭
吾

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

１
位
三
浦
翔
馬
・
黒
木
悠
矢

舵
手
付
き
４
人
ス
カ
ル
２
位

（
写
真
：
前
列
左
か
ら
成
合
・
関
谷
・
緒
方

後
列
左
か
ら
瀨
戸
口
・
谷
口
・
釘
宮
・

新
内
） ボ

ー
ト
女
子
完
全
制
覇

………………………………………………………………

…………………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【令和3年度　進路状況】

国 公 立 大 学
（48 名）

私 立 大 学
（64 名）

準 大 学
（1名）

短 期 大 学
（14 名）

就 　 　 　 職
（60 名）

専 門 学 校
（85 名）

西南学院大学、法政大学、日本大学、横浜商科大学、鎌倉女子大学、神戸国際大学、富山国際大学、桃山学院大学、仙台大学、
日本経済大学、九州栄養福祉大学、筑紫女学園大学、福岡国際医療福祉大学、福岡看護大学、福岡大学、帝京大学、第一薬科大学、
九州共立大学、久留米大学、熊本学園大学、崇城大学、日本文理大学、別府大学、志學館大学、鹿児島国際大学、九州保健福
祉大学、南九州大学、宮崎産業経営大学、宮崎国際大学

国立病院機構都城医療センター附属看護学校、北九州看護大学校、九州保健福祉大学総合医療専門学校、日南看護専門学校、
フィオーレKOGA専門学校、藤元メディカルシステム付属医療専門学校、宮崎医療福祉専門学校、児湯准看護学校、宮崎
保健福祉専門学校、鹿児島医療技術専門学校、鹿児島第一医療リハビリ専門学校、日本文理大学医療専門学校、宮崎ブラ
イダル＆医療専門学校、宮崎歯科技術専門学校、宮崎医療管理専門学校、宮崎福祉医療カレッジ、宮崎情報ビジネス医療
専門学校

中村学園大学短期大学部、宮崎学園短期大学、南九州短期大学

自衛隊、株式会社宮崎県ソフトウェアセンター、株式会社ホンダロック、双信デバイス株式会社、株式会社 ウイント、株式会
社九州大真空、株式会社ジェイエイフーズみやざき、丸栄宮崎株式会社、内浜化成株式会社、株式会社ビー・ビー・シー、株式
会社アイティー、株式会社ヤマダヤ、株式会社ヨネザワ、株式会社ハンズマン、株式会社 DNS、株式会社押川春月堂本店、株
式会社ホテルニューアワジ、空港協力事業株式会社、宮崎交通株式会社、株式会社宮崎太陽銀行、フェニックスリゾート株式会社、
宮崎日産自動車株式会社、株式会社 IJTT、日本郵便株式会社、日本通運株式会社、有限会社 glesso、株式会社ミヤチク、一般社
団法人宮崎県交通安全協会、社会福祉法人弘成会新富希望の里、社会福祉法人エデンの園、社会福祉法人もろつかせせらぎの里、
社会福祉法人星空の都さどわら、社会福祉法人信和会特別養護老人ホーム幸楽荘、合同会社葉月

島根大学、広島大学、高知大学、九州大学、佐賀大学、長崎大学、大分大学、熊本大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学、北九
州市立大学、長崎県立大学、宮崎県立看護大学、宮崎公立大学、名桜大学

防衛大学校

1 年生トリオ空手女子形団体で優勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
！！

百
周
年
を
控
え
て

聖
陵
会
館
改
修
工
事

聖
陵
会
名
簿
刊
行

○ ○ ○ 　 　 　 ○
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【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

男
子
一
回
戦
妻
131̶

35
福
島

二
回
戦
妻
49̶

50
日
南
振
徳

女
子
一
回
戦
妻
41̶

46
小
林
秀
峰

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

男
子
一
回
戦
妻
０̶

２
泉
ヶ
丘

女
子
一
回
戦
妻
２̶

０
延
岡
商
業

二
回
戦
妻
０̶

２
鵬
翔

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

男
子
二
回
戦
妻
11̶

０
延
岡
商
業

三
回
戦
妻
０̶

８
日
章
学
園

女
子
一
回
戦
妻
２̶

２
聖
心
ウ
ル
ス
ラ

（
PK
０̶

３
）

【
テ
ニ
ス
部
】

女
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
鵬
翔

二
回
戦
妻
０̶

３
小
林
秀
峰

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

女
子
一
回
戦

妻
・
大
宮
合
同
８̶

12
延
岡

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

男
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
日
南

二
回
戦
妻
３̶

０
延
岡

準
々
決
勝
妻
２̶

３
日
向
工
業

女
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
五
ヶ
瀬

１
年
生
の
池
田
光
希
、
海
老
原

楓
果
、
岩
切
雫
さ
ん
の
３
人
が
県

高
校
総
体
で
胸
の
す
く
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

３
人
は
妻
中
学
時
代
全
国
大
会

を
経
験
し
、
空
手
部
は
な
い
が
、

３
人
で
頑
張
っ
て
全
国
大
会
へ
行

こ
う
と
、
強
い
意
志
と
高
き
希
望

を
持
っ
て
妻
高
に
入
学
。
顧
問
の

村
上
貴
志
先
生
ら
の
尽
力
で
同
好

会
を
結
成
し
大
会
に
出
場
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
で
は
13
連
覇
を
狙
う

宮
崎
第
一
を
退
け
、
日
章
学
園
と

の
決
勝
で
快
勝
し
た
。

団
体
組
手
は
準
優
勝

《
形
個
人
戦
》

２
位
池
田

３
位
岩
切

《
組
手
団
体
》

５
人
一
組
で
競
う
組
手
団
体
に

妻
高
は
３
人
で
望
む
こ
と
に
な
る
。

百
周
年
を
前
に
聖
陵
会
で
は
、
去
年

の
12
月
聖
陵
会
館
の
屋
根
改
修
工
事
を

施
工
し
ま
し
た
。

築
25
年
の
聖
陵
会
館
は
、
台
風
等
の

強
い
横
風
を
伴
う
大
雨
の
際
に
は
雨
漏

れ
し
、
天
井
や
畳
に
大
き
な
シ
ミ
が
生

じ
て
い
ま
し
た
が
、去
年
の
台
風
の
後
、

保
険
会
社
の
保
険
を
利
用
し
て
屋
根
、

内
装
の
工
事
を
行
い
、
１
３
２
畳
の
大

広
間
は
、
す
つ
き
り
き
と
明
る
い
広
間

と
な
り
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
２
年
後
、新
学
制
に
な
り
、

男
子
校
だ
っ
た
旧
中
に
旧
女
の
生
徒
が

登
校
す
る
と
男
子
生
徒
は
校
門
に
並
び

拍
手
で
出
迎
え
た
と
い
う
矢
野
浩
一
郎

さ
ん
（
２
回
卒
）
の
話
を
紹
介
す
る
図

師
三
千
男
さ
ん
（
６
回
卒
）。
バ
バ
池

や
鉛
筆
の
塔
な
ど
多
く
の
方
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
思
い
出
深
い
写
真
集
を
併
記

し
、
令
和
２
年
卒
業
生
ま
で
を
掲
載
し

た
名
簿
を
百
周
年
に
あ
わ
せ
て
発
行
し

ま
し
た
。

名
簿
ご
希
望
の
方
は
総
務
委
員
・
中

野
俊
二
ま
で
ご
連
絡
を
。

携
帯
０
９
０
ー
８
７
６
２
ー
３
９
１
４

定
価
４
５
０
０
円
送
料
別
途

対
戦
前
か
ら
２
不
戦
敗
の
ハ
ン
デ
ィ

が
あ
る
が
、
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
ん

だ
。

予
選
リ
ー
グ

妻
３̶

２
富
島

妻
３̶

１
宮
崎
工

妻
３̶

２
日
章
学
園

準
決
勝妻

３̶

１
延
岡
商

決
勝

妻
０̶

５
宮
崎
第
一

《
組
手
個
人
》
ベ
ス
ト
エ
イ
ト

池
田
・
海
老
原

彼
女
た
ち
を
五
、
六
歳
の
頃
か
ら

指
導
す
る
関
谷
祐
樹
さ
ん
（
42
回
卒
）

は
「
と
に
か
く
真
面
目
で
練
習
熱
心
」

と
彼
女
た
ち
の
活
躍
を
喜
び
、
村
上

先
生
は
「
彼
女
た
ち
の
練
習
に
取
組

む
姿
勢
、
意
欲
は
全
国
で
も
十
分
や

れ
る
」
と
評
さ
れ
た
。
秋
の
全
国
選

抜
大
会
に
期
待
し
た
い
。

《
女
子
》

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

１
位
緒
方
咲
耶

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

１
位
関
谷
音
々
・
成
合
珠
汐

舵
手
付
き
４
人
ス
カ
ル

１
位
釘
宮
・
谷
口
・
瀨
戸
口
・

帳
・
新
内

春
季
大
会
結
果

二
回
戦
妻
６̶

４
泉
ヶ
丘

三
回
戦
妻
10̶

１
佐
土
原

準
々
決
勝
妻
３̶

１
日
章
学
園

準
決
勝
妻
１̶

２
延
岡
学
園

二
回
戦
妻
３̶

１
日
南

準
々
決
勝
妻
０̶

３
聖
心
ウ
ル
ス
ラ

【
卓
球
部
】

男
子
団
体
一
回
戦
妻
３̶

０
宮
崎
農

二
回
戦
妻
１̶

３
都
城

女
子
団
体
一
回
戦
妻
０̶

３
日
南
学

園

ダ
ブ
ル
ス
決
勝
リ
ー
グ
進
出
決
定
戦

仲
西
・
関
屋
０̶

３
日
南
学
園
ペ
ア

【
陸
上
部
】

男
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
４
位
鳥
居

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

男
子
団
体
一
回
戦
妻
０̶

３
宮
崎
工

女
子
団
体
一
回
戦
妻
２̶

１
日
大

二
回
戦
妻
１̶

２
宮
崎
北

【
水
泳
部
】

男
子
１
５
０
０
ｍ
自
由
形
２
位
北
波

４
０
０
ｍ
自
由
形
６
位
北
波

女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
４
位
黒
木

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
３
位
緒
方

２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
３
位
緒
方

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
６
位
後
藤

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
５
位
嶋
野

４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
５
位
嶋
野

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
４
位

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
４
位

（
女
子

学
校
対
抗

４
位
）

※

○
は
九
州
大
会
出
場

【
柔
道
部
】

男
子
１
０
０
キ
ロ
超
級３

位
橋
口
涼
祐

【
野
球
部
】

〈
春
季
大
会
〉

今
年
の
春
の
選
抜
大
会
で
、
21
世
紀

枠
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
妻
高
だ
っ

た
が
、
結
果
は
残
念
な
こ
と
に
。
し
か

し
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
春
季
県
大
会

で
は
ベ
ス
ト
４
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。

夏
の
大
会
が
期
待
さ
れ
る
。
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ドローンが活躍しています。

世界の子供にワクチンを

✿ 情報ビジネスフロンティア科 ✿

✿ ユネスコ部 ✿

　情報ビジネスフロンティア科では、本年度から授業でドローンを使った
色々な取組をしています。プログラミングの学習の一環ですが、色々な教
育活動にも利用されています。

上空150メートルまで撮影可能です。

　また、小型の機体に関しては、生徒の誰もが飛行させることが可能です。
生徒たちは、ドローンのシュミレーションソフトを操縦するための基本の
プログラムについて学習しています。また、ドローンの撮影技術を取り入
れた、本校のプロモーションビデオの撮影計画を立てている生徒たちもい
ます。
　生徒たちの豊かな創造力がドローン技術という新たな風に後押しされ、
今後生み出されるであろう数多くの作品、活動がますます本校を輝かせて
くれることでしょう。

　わたしたちは、福祉に関する専門学を学び、将来の福祉のプロ・リーダーになるため、
介護福祉士国家試験合格を目指しています。

　私たちユネスコ部は、校内の消毒、赤いはね共同募金、ボランティア活動に取り組んでいます。
　世界では 1 日 4,000 人、時間にして 20 秒に 1 人の赤ちゃんや子どもがワクチンがないために命を落と
しているといわれていまが、昨年から新型コロナウイルス感染症が拡大し、現在は思ったように活動を
することができていません。しかし、コロナ禍でもできることはたくさんあると思い、保健室の先生に
アドバイスをもらって自分たちで消毒液を作り、その消毒液で各教室や廊下の取手を消毒する活動を新
しく始めました。
　今後も校内外での活動を増やしていきたいと思います。

部長　髙砂 一葉 （3年）

～豊かな人間性を育む福祉科～ᅦᅍᅹỉʻ

演習：医療的ケア

福祉科1年生「生活支援技術」授業風景 福祉科3年生　校内介護実習
「手話講座」

福祉科2年生「オープンスクール」
準備風景

ιᠮባቊᰱុ࠹ۋݜ
ഊ႖װ

ṣṜṘṝž

近

況

報

告

県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
結
果

男
子
団
体
一
回
戦妻

14̶

５
宮
崎
工

準
々
決
勝
妻
12̶

７
福
島

準
決
勝
妻
11̶

13
宮
崎
南

女
子
団
体
一
回
戦

妻
10̶

５
宮
崎
西

準
々
決
勝
妻
13̶

15
宮
崎
商

女
子
個
人
５
位
八
木
望
朱

男子ダブルスカルで優勝した三浦翔馬（右）・黒木悠矢君

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

輝
け
君
の
汗
と
涙

全
国
大
会
へ
向
け
て

宮
崎
第
一
の
連
覇
阻
止

形の練習に励む 3人
　左から海老原・岩切・池田

弓
道
女
子
個
人
戦

長
友
実
佐
季
さ
ん

優
勝
！

28
ｍ
先
の
的
に
向
か
っ
て
立
つ
選
手

達
に
は
強
い
集
中
力
、
精
神
力
が
求
め

ら
れ
る
孤
独
な
戦
い
と
井
上
憲
監
督

（
８
回
卒
）「
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

出
し
切
り
ま
し
た
。」
と
語
る
長
友
さ

ん
。
そ
の
練
習
の
様
子
を
見
に
来
た
祖

父
の
橋
口
利
徳
さ
ん
（
８
回
卒
）
は
孫

の
頑
張
り
に
目
を
細
め
な
が
ら
７
月

末
、
新
潟
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
出

場
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

顧
問
の
児
玉
先
生
、
弓
道
の
持
つ
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
た
の
か
二
人
の
子
供

さ
ん
を
弓
道
の
道
に
進
ま
せ
た
と
か
。

《
一
弓
入
魂
》

《
男
子
》

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

２
位
黒
木
圭
吾

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

１
位
三
浦
翔
馬
・
黒
木
悠
矢

舵
手
付
き
４
人
ス
カ
ル
２
位

（
写
真
：
前
列
左
か
ら
成
合
・
関
谷
・
緒
方

後
列
左
か
ら
瀨
戸
口
・
谷
口
・
釘
宮
・

新
内
） ボ

ー
ト
女
子
完
全
制
覇

………………………………………………………………

…………………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【令和3年度　進路状況】

国 公 立 大 学
（48 名）

私 立 大 学
（64 名）

準 大 学
（1名）

短 期 大 学
（14 名）

就 　 　 　 職
（60 名）

専 門 学 校
（85 名）

西南学院大学、法政大学、日本大学、横浜商科大学、鎌倉女子大学、神戸国際大学、富山国際大学、桃山学院大学、仙台大学、
日本経済大学、九州栄養福祉大学、筑紫女学園大学、福岡国際医療福祉大学、福岡看護大学、福岡大学、帝京大学、第一薬科大学、
九州共立大学、久留米大学、熊本学園大学、崇城大学、日本文理大学、別府大学、志學館大学、鹿児島国際大学、九州保健福
祉大学、南九州大学、宮崎産業経営大学、宮崎国際大学

国立病院機構都城医療センター附属看護学校、北九州看護大学校、九州保健福祉大学総合医療専門学校、日南看護専門学校、
フィオーレKOGA専門学校、藤元メディカルシステム付属医療専門学校、宮崎医療福祉専門学校、児湯准看護学校、宮崎
保健福祉専門学校、鹿児島医療技術専門学校、鹿児島第一医療リハビリ専門学校、日本文理大学医療専門学校、宮崎ブラ
イダル＆医療専門学校、宮崎歯科技術専門学校、宮崎医療管理専門学校、宮崎福祉医療カレッジ、宮崎情報ビジネス医療
専門学校

中村学園大学短期大学部、宮崎学園短期大学、南九州短期大学

自衛隊、株式会社宮崎県ソフトウェアセンター、株式会社ホンダロック、双信デバイス株式会社、株式会社 ウイント、株式会
社九州大真空、株式会社ジェイエイフーズみやざき、丸栄宮崎株式会社、内浜化成株式会社、株式会社ビー・ビー・シー、株式
会社アイティー、株式会社ヤマダヤ、株式会社ヨネザワ、株式会社ハンズマン、株式会社 DNS、株式会社押川春月堂本店、株
式会社ホテルニューアワジ、空港協力事業株式会社、宮崎交通株式会社、株式会社宮崎太陽銀行、フェニックスリゾート株式会社、
宮崎日産自動車株式会社、株式会社 IJTT、日本郵便株式会社、日本通運株式会社、有限会社 glesso、株式会社ミヤチク、一般社
団法人宮崎県交通安全協会、社会福祉法人弘成会新富希望の里、社会福祉法人エデンの園、社会福祉法人もろつかせせらぎの里、
社会福祉法人星空の都さどわら、社会福祉法人信和会特別養護老人ホーム幸楽荘、合同会社葉月

島根大学、広島大学、高知大学、九州大学、佐賀大学、長崎大学、大分大学、熊本大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学、北九
州市立大学、長崎県立大学、宮崎県立看護大学、宮崎公立大学、名桜大学

防衛大学校

1 年生トリオ空手女子形団体で優勝
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